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　施設概要

設置価／社会福祉斑人　つるたの里

施設名／社会就労センター

　　　　ビバンタ鶴田

代表者／理・長　・武すヴ子

創立／昭和63汪10目

　　　無認可作業所開所

認可／平成了年３月

　　　社会福祉法人つるたの１比司

開設／平或ａ尽４目　配所

　　　適所授浬施顧ビ/じIダ鶴田開所

建物／鉄骨造２附随

　　　延床面積48i,80�

　　　日軍財団]補助施設

住.所/〒32C-0851

　　　栃木県宇都宮市誘田町31巧

TEL / 028-634-90了1(代)

FAX / 02B-B35･4了i2

　　　　　　　支援内容

授屁支援／利用=同一人ひとりの適性を考

慮した作業支援により、勤労の意欲と塁

ぴを醸成､内鰐は、自動車関連部品の軽作

業など。

生活支援／社会適応訓練や擦耳相談によ

り、基本的生活能力を贅う｡・だ、仲間や

地域との関わりを通じて、社会生活師刀

の向上を図る、

　　　　　　　利用対象

日常生酒において、おおむね身辺処理の

自立司能な15混以上の万で､撫育手帳を

お持ちの万。

社会福祉法人つるたの里付帯事業

ｸ'ﾙｰ･ブホームつるた荘(男子)

ビバンタホーム(女子)

障がいを桶つ人も､そうでない入ら…

それぞれがありのままに､いっしょに地域で暮らしてい＜。

私たちは､わずかながらも、

そのお手伝いをさせていただきたいと願っています。

ふつうの笑顔がふつうに見られる

私たちは､そんな毎日を目指しています。

｜

障がい児日中一時支援ほ諌後型）

施設名／コレゴすずめ(ｉ宮中采小(助

　　　　コレゴつるたにど､も発浬センター内)

対象者／宇都Ξ市内｢こお住まいの、

　　　　特別支援家政小・(p学部に

　　　　通学している方。

場所／

{コレゴすずめ}雀宮ゆ宍小学校IF西閲１教案

に]レゴつるた1こども発達センター内

利用定員／

にしゴすずめ11日につき5=S拶で

【ゴしコつるたj1日につきＩＱ名まで

　　　　　　利用可能時間

月ト金曜日【学校提案後～16:QO】※祝祭日は

除く,蛸別支屠学校休校期間は9;00から利用

可｡年末乖始およびお盆期間中な運休ときtま

ていただきます，

一

重度心身障がい者デイケア

　　　　　　ー

施謄名／デイケアすずめ(省宮中央小円)

対象者／宇－宮ｍ内にお住まいで、

　　　　身牒手眠もしくは一回手唄を

　　　　お持ちの方。

湯所／雀宮中央小学校IF四則１教室

利用廻昌／１臼につき５名まで

　　　　　　利用可能時間

月～主曜日【93Q～15:301※祝祭日la;除

＜｡GW、皐来年始およびあ齢期間中は迪

休とさ世ていただきます。

　　　　　　　　　作・pl?II･:1.11j.界字;jll隨といわ「1るエスペラント紡によ61Vlvar=la krif!g『4みんなで生きより|!･jFIIJ･』一一疆ﾖ診三五蕊こそΞ藍玉7ご雷愕な昌ぷ

　　　　"　　になります.作城JI1名として=コレ!fを省略し､ピバンタ鶴田としました．
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社会福祉法人つるたの里

社会就労センター
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